
　

10
月
24
日
（
火
）
矢
部
高
等
学
校

体
育
館
に
お
い
て
山
都
町
中
学
高
校

生
人
権
講
演
会　

〜｢

命
の
大
切
さ

を
学
ぶ
教
室｣

〜
が
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
山
都
町
が
熊
本

県
警
察
本
部
と
共
催
で
、
犯
罪
の
な

い
社
会
を
希
求
す
る
心
や
人
権
の
根

源
で
あ
る｢

命
の
尊
さ｣

に
つ
い
て

学
び
、
規
範
意
識
や
人
権
意
識
の
育

成
を
図
る
た
め
開
催
す
る
も
の
で
、

３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
お
か
や
ま
犯
罪
被
害
者
サ
ポ
ー
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
理
事
で
あ
る
市
原
千

代
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、｢

子
ど
も

た
ち
を
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
し

な
い
た
め
に｣

を
演

題
に
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
原
さ
ん
は
、
息

子
を
同
級
生
や
先
輩

の
３
人
に
よ
る
集
団

暴
行
で
亡
く
さ
れ
、

そ
の
当
時
の
状
況
や

思
い
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
に｢

今
が
辛
く
て

も
命
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら

な
い
よ
う
元
気
に
生
き
抜
い
て
く
だ

さ
い
。｣

と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
も
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
、
市
原
さ
ん
の
講
演
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
矢
部
高
等
学
校

普
通
科
の
田
中
杏
奈
さ
ん
が
、｢
何

気
な
い
言
葉
が
人
を
い
じ
め
る
こ
と

が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
本

日
の
講
演
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
い

か
し
て
い
こ
う
と
思
う
。｣

と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

10
月
25
日
（
水
）
矢
部
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
千
寿
苑
に
お
い
て
山
都
町

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
に
は
、
教
育
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
下
地
敏
雄
さ
ん
を
お
迎

え
し
、｢

夢
と
人｣

〜
親
と
し
て
の
、

子
ど
も
の
接
し
方
〜
を
演
題
に
、
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
、
下
地
先
生
は
、｢

子
育

て
に
法
則
は
な
い
。
子
育
て
は
難
問

で
あ
る
。
悩
む
こ
と
は
あ
る
。
そ
ん

な
と
き
自
分
の
経
験
と
重
ね
な
が
ら

子
育
て
を
し
て
欲
し
い
。｣

と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

子
育
て
世
代
で
あ
る
参
加
者
は
、

下
地
先
生
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
軽

妙
な
語
り
口
に
、
時
に
は
笑
い
、
ま

た
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

山
都
町
中
学
高
校
生
人
権
講
演
会｢

命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室｣

山
都
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
研
修
会

講師　市原千代子さん

謝辞を述べる田中杏奈さん

講師　下地 敏雄さん

山都町の人口
〔平成 29年 10月 31日現在〕

男

女

計

世帯

７，４６４人

８，０３５人

１５，４９９人

６，５８０戸

（　０）

（－２）

（－２）

（　０）

※（　）は前月比

※最高齢は 107歳〔女性１人〕

※平成 29年 10月の出生者数 12人

※平成 29年 10月の死亡者数 15人

佐
野　

八
重
子
さ
ん
（
川
口
）
作

わ
た
し
た
ち
の
人
権  

152

　

誰
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で

　

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
当
然
の
権
利

　

こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

第56回　熊本県童話発表大会

　清和小学校６年 石
いしい ち ひ ろ

井智大君 最優秀賞受賞
　10 月７日（土）熊本市植木文化センターで第 56 回熊
本県童話発表大会が開催され、熊本県各郡市で行われた童
話発表大会で最優秀賞に選ばれた児童 23名が参加しまし
た。上益城郡代表で清和小学校 6年石井智大君が「きつね
にょうぼう」（長谷川摂子 /再話）を発表し、最優秀賞に
選ばれました。
　審査委員からは「美しい日本語でくせもなく、語尾がと
てもきれい。その音色は客席の人みんなの心にひびきまし
た。」と評価をいただきました。
　今回の受賞について、石井君は「ステージに立った時は
とても緊張しました。最優秀賞がとれた時はとてもうれしかったです。支えてもらったみなさんに
は感謝の気持ちでいっぱいです。」と感想を述べました。

 

馬
見
原
酔
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会

少
年
の
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飛
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橋
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み
ど
り
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ら
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七
郎
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け
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残
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萌

紅
葉
葵
亡
き
夫
好
む
花
だ
っ
た
今
宵
も
空
か
ら
な
が
め
居
る
か
も
木
下 

ス
エ
オ

夕
ぐ
れ
に
何
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も
の
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も
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が
窓
ガ
ラ
ス
親
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連
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て
そ
ぞ
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す
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七
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岸
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つ
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清
和
短
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会

防
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る
畦
道
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岸
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咲
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の
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民
生

明
け
き
ら
ぬ
朝
を
し
き
り
に
鳴
く
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一
期
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声
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足
止
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聞
く
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於
蓮

首
す
く
め
過
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く
台
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す
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と
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と
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つ
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司
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山の都地域しごとセンター通信 vol.2
　山都町への移住定住を促進す
るための啓発ポスター（２種類）
が完成しました！
　山都町での豊かな暮らしが想
像できるあたたかな仕上がりと
なっています。

　第１弾はH22年に関東から移
住された小坂さん一家。
　尾野尻（清和地区）で「みず
たまカフェ」を営みながら、チ
ラシやパンフレット製作を請負
うデザイン事務所も経営されて
います。

　棚田の撮影に町内をまわった際、
カラスが熟れた柿をくわえて田んぼ
の上を飛んでいっているところを見
ました。黄金色の田んぼに真っ赤な
柿と真っ黒なカラスのコントラスト
が綺麗で、カメラを構えていなかっ
たこと、とても悔やみました。
　さて、朝晩の冷え込みも厳しくな
り、木の葉が赤や黄色に少しずつ色
づき始めました。山歩きなどのアウ
トドアにはめっきり弱い私ですが、
紅葉した山々の風景を撮りに、思い
きって出かけてみようと思います。
　最近では霜注意報も出るようにな
りました。農作物の管理、そして体
調の管理には十分お気をつけくだ
さい。　　　　　　　　　　　（坂本）

編 集 後 記

熊本県ナン
バー１

27 26広報やまと 2017. 11 月号 広報やまと 2017. 11 月号


